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「
西
郷
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盛
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」
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３
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３
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「
参
拝
し
た
日
が
初
詣
と

思
っ
て
く
だ
さ
い
」
―
初
詣

を
控
え
た
昨
年
末
、
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
に
、
福

岡
県
神
社
庁
や
諸
方
の
神
社

は
、
令
和
三
年
の
初
詣
は
正

月
三
が
日
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

日
に
ち
を
ず
ら
し
て
参
拝

を
、
と
呼
び
か
け
た
。

　

そ
の
呼
び
か
け
は
…
人
々

の
胸
に
受
け
止
め
ら
れ
〝
分

散
参
拝
〟
は
実
現
し
た
。

　

例
年
な
ら
正
月
三
が
日
で

約
二
百
万
人
の
参
拝
客
が
訪

れ
る
福
岡
県
太
宰
府
市
の
太

宰
府
天
満
宮
。
元
日
の
テ
レ

ビ
は
、
人
の
少
な
い
境
内
の

光
景
を
映
し
出
し
て
い
た
。

同
市
の
楠
田
大
蔵
市
長
は
後

日
の
記
者
会
見
で
「
太
宰
府

天
満
宮
の
正
月
三
が
日
の
人

出
は
七
割
減
だ
っ
た
」
と
発

表
し
て
い
る
。

　

初
詣
で
有
名
な
他
の
神
社

の
、
人
出
の
少
な
い
様
子
も

ニ
ュ
ー
ス
で
伝
え
ら
れ
た
。

　
「
廣
田
弘
毅
先
生
顕
彰
祭
」 

の
祭
主
を
努
め
て
く
だ
さ
る

福
岡
縣
護
国
神
社
（
福
岡
市

六
本
松
一
＝
田
村
豐
彦
宮

司
）
の
今
年
の
三
が
日
の
初

詣
客
は
例
年
の
半
分
く
ら

い
。
一
月
中
で
は
二
割
減
だ

っ
た
と
い
う
。「
皆
様
に
よ

く
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
」と
内
藤
尚
武
・
権
祢
宜
。

「
な
に
よ
り
参
拝
客
、
神
社

職
員
か
ら
感
染
者
が
出
な
く

て
よ
か
っ
た
」
と
ほ
っ
と
一

息
の
表
情
を
見
せ
た
。

　

初
詣
と
は
違
う
が
、
福
岡

市
博
多
区
博
多
駅
前
一
の
若

八
幡
宮
は
初
詣
よ
り
一
足
早

い
十
二
月
三
十
一
日
に
、
に

ぎ
わ
い
を
見
せ
る
。
一
年
分

の
厄
を
清
め
よ
う
と
い
う
参

拝
客
が
、
朝
か
ら
深
夜
ま
で

門
前
に
長
い
列
を
作
る
。

　

し
か
し
、
昨
年
は
列
が
短

か
っ
た
。
感
染
防
止
対
策
の

呼
び
か
け
の
効
果
だ
ろ
う
。

祈
願
受
け
付
け
も
「
昨
年
は

早
く
終
わ
ら
せ
ま
し
た
」
と

高
木
茂
之
宮
司
。

　

普
段
は
願
い
ご
と
を
す
る

神
様
か
ら
お
願
い
さ
れ
、
人 

々
は
そ
れ
を
快
く
聞
き
入
れ

た
、
と
は
言
え
ま
い
か
。
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新型コロナ禍の中の初詣

神社の呼びかけ奏功

密
集
化
を
避
け
、整
然
と
列
を
つ
く
っ
て
お
参
り
す
る
初
詣
客
＝

１
月
３
日
午
前
10
時
す
ぎ
、福
岡
縣
護
国
神
社
で

若
八
幡
宮
の
前
の
人
の
列
＝
昨

年
12
月
31
日
午
後
２
時
す
ぎ

〝分散参拝〟が実現
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か
く
も
歴
史
教
科
書
は

　

誤
れ
り

　

ハ
ミ
ル
ト
ン
フ
ィ
ッ
シ
ュ

の
言
葉
に
「
真
実
は
歴
史
の

子
宮
の
中
で
、
出
た
が
っ
て

胎
動
し
て
居
る
」と
云
う
が
、 

明
治
維
新
後
最
大
の
政
変
で

あ
る
所
謂
（
い
わ
ゆ
る
）
征

韓
論
な
る
も
の
に
纏
（
ま
つ

わ
）
る
英
雄
西
郷
隆
盛
の
意

外
な
失
脚
と
、
続
く
西
南
戦

争
と
云
う
内
戦
の
悲
劇
は
、

常
に
そ
の
原
因
の
真
実
が
歴

史
の
子
宮
に
埋
没
し
て
い
る

奇
怪
な
事
件
で
あ
る
。

　

第
一
に
問
題
は
教
科
書
で

あ
る
。

　

京
都
に
教
育
委
員
会
の
方

針
で
市
内
の
各
中
学
校
が
使

用
し
て
い
る
清
水
書
院
刊

「
中
学
社
会
日
本
の
歴
史
と

歴
史
」
一
九
六
ペ
ー
ジ
「
朝

鮮
に
対
し
て
も
国
交
再
開
を

求
め
た
が
、
朝
鮮
は
鎖
国
政

策
を
と
っ
て
、
日
本
と
の
交

渉
を
拒
ん
だ
。
こ
の
為
、
一 

八
七
三
年
に
は
政
府
の
中
に

西
郷
隆
盛
を
中
心
と
し
て
武

力
を
用
い
て
も
朝
鮮
を
開
国

さ
せ
よ
う
と
い
う
征
韓
論
が

起
こ
っ
た
。
こ
の
時
帰
国
し

た
岩
倉
ら
は
国
内
の
政
治
を

整
え
る
こ
と
が
先
で
あ
る
と

言
っ
て
出
兵
に
反
対
し
征
韓

論
を
抑
え
た
。
西
郷
や
板
垣

退
助
ら
は
之
に
不
満
で
、
一

斉
に
政
府
の
職
か
ら
退
い

た
」。
更
に
中
学
社
会
歴
史

（
最
新
版
）
―
（
前
早
稲
田

大
学
名
誉
教
授
鈴
木
成
高
）

に
よ
る
と
士
族
に
与
え
て
い

た
家
禄
は
、
政
府
に
と
っ
て

大
き
な
負
担
で
し
た
。
政
府

は
徴
兵
令
を
機
会
に
そ
の
整

理
を
始
め
一
八
七
六
年
、
禄

高
に
応
じ
て
公
債
を
与
え
ま

し
た
。
然
し
大
部
分
の
士
族

は
、
そ
の
利
子
だ
け
で
は
生

活
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
公

債
を
貰
っ
た
金
で
農
業
や
商

業
を
始
め
た
人
々
も
、
多
く

は
失
敗
し
ま
し
た
。
今
ま
で

の
特
権
が
失
は
れ
た
こ
と
も

重
っ
て
政
府
に
対
す
る
不
満

が
高
ま
り
ま
し
た
。
西
郷
隆

世
界
（
歴
史
）
―
著
者
京
都

大
学
名
誉
教
授
小
葉
田
淳
、

東
京
教
育
大
学
教
授
山
本
荘

毅
、
前
東
京
大
学
教
授
美
濃

部
亮
吉
―
」
の
二
一
四
ペ
ー

ジ
「
明
治
初
期
の
外
交
」
の

中
の
記
述
で
は
「
朝
鮮
は
鎖

国
政
策
を
や
っ
て
日
本
と
の

交
渉
に
応
じ
な
か
っ
た
。
そ

の
た
め
、
政
府
の
内
部
に
、

武
力
を
用
い
て
も
開
国
さ
せ

よ
う
と
す
る
征
韓
論
が
起
こ

っ
た
。
し
か
し
欧
米
の
諸
国

を
視
察
し
て
来
た
岩
倉
、
大

久
保
、
木
戸
ら
は
国
内
の
政

治
を
整
え
る
こ
と
が
先
決
だ

と
主
張
し
た
の
で
征
韓
論
を

主
張
し
た
西
郷
隆
盛
、
板
垣

退
助
等
は
辞
職
し
て
政
府
を

去
っ
た
」。
又
、
一
橋
大
学

教
授
永
原
慶
二
外
十
四
氏
の

編
修
に
よ
る
「
中
学
校
社
会

盛
ら
が
唱
え
た
征
韓
論
に

は
、
士
族
の
不
満
を
外
に
そ

ら
そ
う
と
い
う
意
味
も
あ
っ

た
の
で
す
。
然
し
、
欧
米
か

ら
帰
っ
た
大
久
保
利
通
ら
に

反
対
を
さ
れ
、
一
八
七
三
年

彼
等
は
政
府
を
去
り
ま
し

た
。
更
に
学
習
院
大
学
学
長

児
玉
幸
多
、
東
京
大
学
名
誉

教
授
井
上
光
貞
、
京
都
大
学

名
誉
教
授
堀
江
英
一
氏
ら
二

十
名
の
別
記
著
作
者
に
よ
る

中
学
社
会
（
歴
史
的
分
野
）

二
一
二
ペ
ー
ジ
に
よ
る
と

「
こ
の
こ
ろ
国
内
に
は
新
し

い
政
治
に
対
し
て
不
満
を
持

つ
者
が
少
な
く
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
政
府
は
、
西
郷
隆
盛

ら
が
中
心
と
な
っ
て
、
外
交

問
題
に
国
民
の
目
を
向
け
さ

せ
、
国
内
の
統
一
を
強
め
よ

う
と
考
え
た
。
そ
し
て
鎖
国

を
し
て
い
る
朝
鮮
と
武
力
を

用
い
て
も
開
国
さ
せ
る
と
い

う
方
針
（
征
韓
論
）
を
決
め

た
。
こ
の
時
、
欧
米
か
ら
帰

っ
て
き
た
岩
倉
、
大
久
保
ら

は
国
内
を
整
え
る
の
が
先
だ

と
主
張
し
て
、
西
郷
ら
を
抑

え
た
。
こ
の
為
、
西
郷
を
始

め
板
垣
退
助
、後
藤
象
二
郎
、 

江
藤
新
平
な
ど
、
多
く
の
人 

々
が
政
府
か
ら
退
い
た
」。

�

　
（
こ
の
項
続
く
）

　

平
野
国
臣
は
念
願
か
な
っ
て
天
子
の
臣
〝
朝
臣
〟
に
な

っ
た
。
学
習
院
出
仕
に
任
命
さ
れ
た
ば
か
り
の
平
野
は
大

和
で
決
起
し
た
天
誅
組
の
鎮
撫
の
使
者
を
仰
せ
つ
か
る
。

　

天
誅
組
は
尊
攘
派
の
公
卿
・
中
山
忠
光
（
十
九
歳
）
を

首
領
に
頂
く
尊
攘
激
徒
で
五
条
の
代
官
所
を
襲
っ
て
代
官

以
下
五
名
に
天
誅
を
加
え
て
梟
首
（
き
ょ
う
し
ゅ
＝
さ
ら

し
首
）
し
、
こ
こ
に
た
て
こ
も
っ
て
い
た
。

　

平
野
は
五
条
に
急
行
す
る
。
彼
は
も
と
も
と
派
手
な
こ

と
が
好
き
で
、
筑
前
に
い
た
こ
ろ
も
王
朝
風
の
い
で
た
ち

を
し
て
笛
を
吹
き
な
が
ら
城
下
を
逍
遙
（
し
ょ
う
よ
う
）

し
た
と
い
う
く
ら
い
で
志
士
と
し
て
遊
歴
す
る
よ
う
に
な

っ
て
か
ら
も
金
が
あ
れ
ば
派
手
な
身
な
り
を
し
て
い
た
。

　

学
習
院
出
仕
と
し
て
国
事
に
奔
走
す
る
こ
と
に
な
っ
た

の
だ
か
ら
殊
の
ほ
か
美
々
し
い
服
装
で
出
立
す
る
。
そ
の

こ
ろ
平
野
は
、
筑
前
生
ま
れ
の
熊
蔵
と
い
う
少
し
頭
の
弱

い
男
を
供
に
連
れ
て
い
た
が
、
熊
蔵
は
後
に
当
時
の
平
野

の
こ
と
を
「
カ
ネ
は
い
つ
で
も
ザ
ク
ザ
ク
持
っ
て
ご
ざ
っ

た
」
と
語
っ
て
い
る
。

　

平
野
は
五
条
で
中
山
忠
光
以
下
に
会
い
「
過
激
な
行
動

は
、
か
え
っ
て
こ
と
を
誤
る
」
と
説
得
す
る
の
だ
が
、
代

官
を
血
祭
り
に
あ
げ
て
士
気
高
揚
し
て
い
る
天
誅
組
の
面 

々
が
聞
き
入
れ
る
は
ず
が
な
い
。

�

（
こ
の
項
続
く
）

（
昭
和
六
十
一
年
四
月
発
行
「
玄
洋
」
特
別
号
外
版
よ
り
再
録
）

木 
俣 

秋 

水

⑩
〈１〉

〈23〉

試
練
の
時
代

柳　

猛
直

頭
山
満
と
玄
洋
社

題字は進藤一馬福岡市長

近
代
史
家
た
ち
の
怠
慢
と

偏
見
の
結
果
だ
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（3） 玄　　　　　　　　　洋　　　令和３年４月１日 第 139号

　

賛
助
会
員
の
皆
様
に

は
、
日
頃
か
ら
玄
洋
社
記

念
館
の
活
動
に
ご
協
力
を

賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
玄
洋
社
記
念
館

は
、
四
月
一
日
か
ら
令
和

三
年
度
分
の
賛
助
会
費
の

受
け
付
け
を
始
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

禍
は
収
束
せ
ず
、
皆
様
も

不
安
な
日
常
を
お
送
り
の

こ
と
と
拝
察
い
た
し
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下

で
、
は
な
は
だ
心
苦
し
い

と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す

が
、
何
卒
よ
ろ
し
く
ご
協

力
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
【
賛
助
会
費
の
額
】

　

▽
個
人
会
員
＝
一
口
一

万
円

　

▽
法
人
・
団
体
会
員
＝

一
口
三
万
円

　

納
入
は
郵
便
振
込
ま
た

は
銀
行
振
込
で
お
願
い
致

し
ま
す
。
振
込
先
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　
【
郵
便
振
込
】
口
座
番

号
０
１
７
７
０
～
１
～
２

０
７
３
８

　
【
銀
行
振
込
】
西
日
本

シ
テ
ィ
銀
行
赤
坂
門
支
店

　

普
通
預
金　

口
座
番
号

０
７
４
０
０
４
７

　

宛
名
は
い
ず
れ
も
「
玄

洋
社
記
念
館
」
で
す
。

　

例
年
五
月
に
斎
行
し
て
お
り
ま
す
「
廣
田
弘
毅
先
生
顕
彰

祭
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、
本
年

も
中
止
す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

　

廣
田
先
生
の
顕
彰
祭
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
た

め
昨
年
も
中
止
致
し
ま
し
た
。
二
年
続
き
の
中
止
は
誠
に
残

念
な
こ
と
で
す
が
、
や
む
を
え
ず
決
断
し
た
次
第
で
す
。

　

各
位
に
は
、
な
に
と
ぞ
ご
了
承
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

お
知
ら
せ

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
思
う
」

　

ご
意
見
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍

は
収
束
の
気
配
を
見
せ
ま
せ

ん
。
私
た
ち
の
日
常
生
活
も

外
出
の
自
粛
な
ど
で
形
態
が

一
変
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
自
身
の
暮
ら
し
に

つ
い
て
、
世
相
に
つ
い
て
、

そ
の
ほ
か
コ
ロ
ナ
禍
で
思
う

こ
と
（
四
百
字
程
度
）
を
郵

送
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
住

所
、
氏
名
、
年
齢
も
お
書
き

く
だ
さ
い
。
本
紙
紙
面
に
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

宛
先
は
玄
洋
社
記
念
館

（
住
所
は
本
紙
一
面
に
記
載
）

で
す
。

　

▼
個
人
の
部

　
【
一
万
円
】

生
武　
　

治　
　
（
福
岡
市
）

山
座　

和
基　
　
（　

同　

）

お
ば
た
久
弥　
　
（　

同　

）

南
原　
　

茂　
　
（　

同　

）

森　
　

英
鷹　
　
（　

同　

）

冨
永　

計
久　
　
（　

同　

）

川
上　

晋
平　
　
（　

同　

）

打
越　

基
安　
　
（　

同　

）

伊
東　

嘉
人　
　
（　

同　

）

平
畑　

雅
博　
　
（　

同　

）

阿
部
真
之
助　
　
（　

同　

）

今
林
ひ
で
あ
き　
（　

同　

）

大
原
弥
寿
男　
　
（　

同　

）

大
森　

一
馬　
　
（　

同　

）

津
田
信
太
郎　
　
（　

同　

）

川
上　

陽
平　
　
（　

同　

）

調　
　

崇
史　
　
（　

同　

）

堤
田　
　

寛　
　
（　

同　

）

鬼
塚　

昌
宏　
　
（　

同　

）

稲
員　

稔
夫　
　
（　

同　

）

川
口　
　

浩　
　
（　

同　

）

間
地　

陸
人

　
　
　
　
（
福
岡
県
宮
若
市
）

小
野
里
耕
作　
　
（
東
京
都
）

末
永　

正
彦　
　
（　

同　

）

竹
内　

知
巳　
　
（
仙
台
市
）

花
　
田
　
　
　
　
勲

児
　
玉
　
　
和
　
久

代
表
取
締
役

入

　江

　秀

　雄

福
岡
市
中
央
区
渡
辺
通
２
丁
目
１
│
82

　
　
　
　
　
電
気
ビ
ル
本
館
地
下
１
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
９
２
）
７
１
１
│
８
２
８
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
９
２
）
７
１
１
│
８
２
８
３

　
810-
0004

株
式
会
社

　オ
ー
・
エ
ー
企
画

会
　
長

代
表
取
締
役
社
長

代
表
取
締
役
会
長

会
費
納
入
の
お
願
い

会
費
納
入
の
お
願
い

令
和
３
年
度

一
般
社
団
法
人

�

玄
洋
社
記
念
館

「
廣
田
弘
毅
先
生
顕
彰
祭
」

本
年
も
中
止
致
し
ま
す

賛
助
会
員
芳
名
録

（
令
和
２
年
12
月
11
日
受
け
付
け
分
ま
で
・
敬
称
略
）

一
般
社
団
法
人　

玄
洋
社
記
念
館

3
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ー
書
と
人
物
ー

　

戦
前
、
玄
洋
社
が
発
行
し

て
い
た
月
刊
の
機
関
紙
『
玄

洋
』
創
刊
号
（
昭
和
十
年
六

月
一
日
）
の
ト
ッ
プ
の
記
事

は
「
今
秋
を
期
し
て
殉
難
三

士
祭
／
来
島
、
山
崎
、
清
水

の
三
氏
を
祭
祀
／
本
社
主
催

の
下
に
厳
修
」。
来
島
恒
喜

と
山
崎
羔
三
郎
（
こ
う
ざ
ぶ

ろ
う
）の
二
人
は
玄
洋
社
員
、 

清
水
正
次
郎
は
鉄
道
院
書
記

（
門
司
駅
）
で
あ
る
。
来
島

に
つ
い
て
は
周
知
の
こ
と
だ

し
、
清
水
に
つ
い
て
は
ま
た

ふ
れ
る
機
会
が
あ
ろ
う
。
こ

こ
で
は
山
崎
羔
三
郎
に
注
目

す
る
。

　
『
玄
洋
』
裏
面
で
山
崎
羔

三
郎
の
履
歴
を
紹
介
し
て
い

る
。「
山
崎
羔
三
郎
君
は
明

治
廿
七
八
年
役（
日
清
戦
争
） 

に
金
州
城
外
刑
場
の
朝
露
と

消
え
た
、
年
三
十
一
歳
本
年

は
実
に
四
十
一
周
年
で
あ
る
」。 

以
下
要
約
す
る
と
、
山
崎
は

明
治
二
十
一
年
、
荒
尾
精
の

楽
善
堂
（
上
海
）
に
身
を
投

じ
、
弁
髪
を
蓄
え
て
南
支
二

十
余
州
を
踏
破
、
日
清
貿
易

研
究
所
で
は
中
国
語
を
講
じ

た
。
日
清
戦
争
で
通
訳
官
・

軍
事
探
偵
と
し
て
敵
情
偵
察

に
赴
き
、
頭
山
満
・
平
岡
浩

太
郎
・
進
藤
喜
平
太
が
下
関

で
見
送
っ
た
。
十
一
月
六

日
、
金
州
城
が
陥
落
、
山
崎

は
鐘
崎
三
郎
・
藤
崎
秀
と
共

に
金
州
城
西
門
外
で
清
国
軍

に
斬
ら
れ
た
こ
と
が
判
明
し

た
（
山
崎
・
鐘
崎
・
藤
崎
を

三
崎
烈
士
と
言
う
）。
明
治

二
十
八
年
三
月
二
十
六
日
、

直
方
町
で
葬
儀
を
執
行
、
会

葬
者
は
三
万
人
を
超
え
た
。

　

宮
若
市
山
口
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
前
に
あ
る
「
殉

難
烈
士　

山
崎
羔
三
郎
君
之

碑
」
は
本
連
載
第
六
五
回

（『
玄
洋
』
一
二
三
号
）
で

紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
。
題

字
は
頭
山
満
、
碑
文
は
田
中

義
一
（
陸
軍
大
将
・
男
爵
・

首
相
）。
こ
こ

で
は
頭
山
満
の

署
名
部
分
を
示

す（
４
）。
優
美 

な
筆
跡
で
あ
る
。

　

遺
体
は
金
州

城
南
門
外
の
招
魂
社
に
埋
葬

さ
れ
（
金
州
は
現
在
大
連

市
）、明
治
二
十
九
年
四
月
、

根
津
一
が
金
州
城
北
門
前
の

山
上
に
碑
を
建
て
た
。
こ
の

山
は
海
中
に
突
出
し
た
岬
を

な
し
て
い
た
の
で
、
三
崎
山

と
命
名
さ
れ
た
。そ
れ
が「
大

日
本
国
志
士　

山
崎
羔
三
郎

君
捨
生
取
義
之
碑
」（
捨
生

取
義
は
「
生
を
捨
て
て
義
を

取
る
」）
な
ど
三
基
で
、
三

国
干
渉
に
よ
っ
て
日
本
軍
が

撤
退
す
る
際
に
東
京
高
輪
泉

岳
寺
四
十
七
士
の
墓
側
に
移

さ
れ
た
。「
捨
生
取
義
」
の

精
神
を
酌
ん
だ
も
の
。
海
外

か
ら
碑
を
国
内
に
移
し
た
の

は
こ
れ
が
初
め
て
で
あ
っ

た
。
な
お
跡
地
に
は
明
治
四

十
五
年
に
「
殉
節
三
烈
士

碑
」が
建
て
ら
れ
た
。（
５
）

の
碑
銘
は
正
し
く
は
「
鐘
崎

三
郎
山
崎
羔
三
郎
藤
崎
秀
三

士
殉
節
之
処
」
の
よ
う
だ
。

　
（
６
）
は
泉
岳
寺
移
設
後

の
碑
で
（
７
）
が
そ
の
現
況

（
元
の
場
所
か
ら
は
移
さ
れ

て
い
る
）。
台
座
の
「
殉
節

三
烈
士
」
の
文
字
は
戦
前
に

総
理
大
臣
を
務
め
た
公
爵
近

衛
文
麿
の
書
。

　

泉
岳
寺
に
は
（
８
）「
三
烈 

士
忠
節
表
彰
碑
」（
昭
和
十

六
年
十
月
）
も
あ
り
、
題
字

は
頭
山
満
の
書
。
力
強
く
筆

太
に
書
か
れ
て
い
る（
９
）。

　

な
お
、
明
治
二
十
八
年
三

月
三
日
、
第
二
軍
司
令
官
大

山
巌
が
参
謀
総
長
彰
仁
親
王

に
宛
て
、
山
崎
羔
三
郎
の
屍

体
検
案
書
を
付
し
て
報
告
し

て
い
る
。
敵
情
偵
察
に
赴
い

て
生
死
不
明
と
な
っ
た
が
、

清
人
王
子
彦
の
尽
力
で
埋
葬

地
が
判
明
し
、
通
訳
官
向
野

堅
一
（
直
方
出
身
）
が
実
見

し
て
当
人
の
遺
骸
と
確
認
し

た
。

　

ま
た
、
大
正
十
五
年
、
鞍

手
郡
役
所
か
ら
香
井
田
村（
現 

宮
若
市
の
一
部
）
宛
て
、
山

崎
羔
三
郎
銅
像
建
設
の
要
綱

の
よ
う
な
文
書
が
あ
る
と
い

う
が
、
建
設
に
至
っ
た
か
ど

う
か
は
不
明
。

　

高
輪
泉
岳
寺
の
石
碑
二
基

の
写
真
（
７
）（
８
）
は
佐

藤
誠
氏
提
供
。
佐
藤
氏
に
深

謝
す
る
。

玄
洋
社
関
係
史
料
の
紹
介

石
瀧

　豊
美

第 81 回

同
時
代
か
ら
見
た
頭
山
満

㉕

（８）

（９）＝（８）より頭山満
題字（題額）冒頭の部分

（１）

（２）

（４）

（５）「三烈士殉節之処」（『亜細亜
大観』十二輯の一、一九四二年、
亜細亜写真大観社）

（６）東京高輪泉岳寺三崎之碑
（『巨人荒尾精』）

（７）「殉節三烈士」碑（泉岳寺）

（３）
山崎羔三郎の肖像＝（２）『山崎羔三郎君伝』

（一九二八年、鞍手郡山口村在郷軍人分会・
同青年団）、（３）井上雅二『巨人荒尾精』

（一九三六年、東亜同文会）。
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